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平成２３年９月２１～２２日平成２３年９月２１～２２日 台風１５号による出水概要台風１５号による出水概要

【平成２３年９月３０日 現在】

◆東日本大震災により堤防等被害の大きかった宮
城県・福島県沿岸部を中心に大雨となり、総雨量
（2日雨量）は300mm以上になった地域もある。

出典：日本気象協会HPより(一部加筆)

３．排水ポンプ車の出動状況

２．直轄ダム調節状況

○直轄１１ダム で洪水調節を実施
○三春ダム(阿武隈川)で全量カットを実施

（9/21 21:37 ～ 9/22 9:00 ）

○計画高水位 超過 （１河川）
・阿武隈川上流

○氾濫危険水位 超過 （３河川）
・名取川,鳴瀬川（吉田川）、馬淵川

○避難判断水位 超過 （４河川）
・阿武隈川下流,鳴瀬川,北上川,
子吉川（石沢川）

○氾濫注意水位 超過 （６河川）
・高瀬川,岩木川,米代川,雄物川上流,
最上川上流,
最上川中流

１．河川出水状況（直轄河川）

○他地整からの管理替え（東日本大震災を受け
て増強）１０台と東北地整内の広域運用 ２３台

を出動

・沿岸地域の内水排除 １９台 （宮城県内）
・その他の内水排除 １４台

計 ３３台

9月21日21時

9月21日23時

9月22日3時
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凡　　　例

200mm

100mm 150mm

50mm

250mm

300mm

350mm

400mm

450mm

台風１５号進路図

＜降雨期間＞

平成２３年９月２０日０時から

平成２３年９月２２日０時まで

等雨量線図

本州付近に停滞する前線の活動が活発化した
ため、東北地方南部では20 日から雨が降り続
き、台風15号の接近した21 日夜には非常に激

しい雨となった。

降り始め（20 日0時）から22日0時までの総雨
量は大崎市（鹿島台）で329 ミリ、仙台市（仙
台）で319、福島市（微温湯）で364 ミリとなるな

ど記録的な大雨となり、東日本大震災で被害の
大きかった地域でも、大規模な出水となった。
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平成２３年９月２１～２２日平成２３年９月２１～２２日 台風１５号による堤防等被害状況台風１５号による堤防等被害状況

前線及び台風１５号に伴う降雨及び出水の影響により、国管理区間の河川堤防においても法崩れや法すべり、基盤漏水などが被害が発生し
ているが、東日本大震災の影響で堤防が被害を受け、応急復旧を実施した箇所においては、新たな被害の発生は確認されていない。

ただし、地震後の点検で異常が確認されていなかった許可工作物（３箇所）において、構造物周辺の陥没等の被害が発生している。

◆被災事例（鳴瀬川：青生江揚水機場）

【被災概要】
H23.9.21（水）
11:30 鳴瀬川左岸30.5k付近にて裏法側法肩部の陥没を確認
13.30  現地調査を実施

断面：1.0m×1.1m 深さ：約5.0m
16:00 緊急復旧着手

緊急復旧は土砂による充填

被災箇所

②被災箇所（近景）

被災箇所詳細平面図

①全景

被災箇所

写真①,②,④,⑤

写真③

③オーバーハング状況（川表側）約1.0m

奥行 約1.0m

1.1m

約5.0m

約1.0m
川表川裏

オーバーハング

1.1m

約5.0m

約1.0m
川表川表川裏川裏

オーバーハング

コンクーリート塊

下流 上流1.0m

約1.5m

約5.0m

オーバーハング

コンクーリート塊

下流下流 上流上流1.0m

約1.5m

約5.0m

オーバーハング

④オーバーハング状況（下流側）約1.5m

奥行 約1.5m

⑤緊急復旧状況

下中ノ目
地区

堤防被災区間
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青生江揚水機場 構造図（土地改良区：現況）

水深縦断イメージ図
＊赤字が計測値

新旧継ぎ目 ゲート吐口

新旧継ぎ目付近
ゲート吐口

※：函の高さ
120cm

想定底版ライン

約50cm（想定）約18cm
約1cm

土砂

新旧継ぎ目付近の函内状況
「吐口（川裏）から見たイメージ図」

確認された開き

頂版ライン

クリアランス
（約70cm）

クリアランス
（約119cm）

土砂の堆積
（最大深さ約40cm程度）

川裏
川表

川裏 川表

鳴瀬川
の

上流側

鳴瀬川
の

下流側

青生江揚水機場の事前調査状況①青生江揚水機場の事前調査状況①

被災箇所
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青生江揚水機場 構造図(S48)と今回測量結果の対比

◆高さの比較◆高さの比較
・吐口・吐口 S48 TP+12.145mS48 TP+12.145m、、H23 TP+11.969mH23 TP+11.969m ⇒⇒ 0.176m0.176m沈下沈下
・ゲート部・ゲート部 S48 TP+12.26S48 TP+12.2600mm、、H23 TP+12.018mH23 TP+12.018m ⇒⇒ 0.242m0.242m沈下沈下

・鳴瀬川取付部・鳴瀬川取付部 S48 TP+10.31S48 TP+10.3100mm、、H23 TP+10.128mH23 TP+10.128m ⇒⇒ 0.182m0.182m沈下沈下
・堤防天端の高さは変化なし・堤防天端の高さは変化なし

◆函長の比較（継ぎ足し後、現況の函長）◆函長の比較（継ぎ足し後、現況の函長）

・・函の長さ函の長さ S48 L=44.S48 L=44.330m0m、、H23 L=44.52mH23 L=44.52m ⇒⇒ 0.22m0.22m伸びている。伸びている。

凡 例
,TP= ：今回測量結果（震災後）
,SP= ：S48申請図面（震災前）
S48の標高はTPも併記した

函の推定たわみ量約函の推定たわみ量約50cm50cm

開削調査断面形状開削調査断面形状
（投影）（投影）

44.30

※※：：S48S48図面をスキャンした画像に今回測量図を重ねた図面をスキャンした画像に今回測量図を重ねた

青生江揚水機場の事前調査状況②青生江揚水機場の事前調査状況②

青生江揚水機場の施工図と現地測量（高さ・延長）の結果を比較したところ、函体延長が約２０ｃｍ長くなっていることが確
認されていた。

地震発生後において、樋門・樋管等の函体内部の調査には、時間と労力を要するが、現地測量による高さ・長さの比較だ
けでも、堤防被災の危険性を判定できる可能性がある。
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